
寒くなってきて、熱、のどの痛み、咳の症状で休む人がぽつぽつ見られるように

なりました。先週からは、吐きもどしの症状で欠席する人もいます。石川県の感染

症の状況をみると、能登北部地域でも感染性胃腸炎が発生しています。こまめ

に、そしてていねいに手洗いをして、体調をくずさないように気をつけましょう。

気をつけなければいけないのは、症状がなくなっても、体の中に残っているウイ

ルスです。トイレを使った後に水を流すときは、ふたをしてから流すようにしまし
ょう。また、流し忘れもよくあります。学校のトイレは自動に流してはくれない
ので、つかった後はわすれずに流してください。

うつるびょうきから、自分をどうやっ

て守るか、それは「手あらい」です。

給食の前やそうじのあとは、手をあら

っていますが、長休みのあとや、水とう

のお茶をのむ時などもわすれずにあら

いましょう。水が冷たいのでチャチャッと

ぬらすだけの人もいます。それで、ウイル

スはなくなっているのでしょうか？石け

んでていねいにあらうように心がけまし

ょう。特にトイレの後とごはんの前は、念入りに！
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令和３年１２月２１日

河井小学校保健室

１２月の保健目標
感染症にかからないように生活しよう
かん せんしよう せい かつ

冬に流行する病気は 感染性胃腸炎 インフルエンザ まだ油断はできない新型コロナウイルス

長かった２学期も残り３日となりました。運動会や遠足、金管鼓

笛の発表会、持久走大会などお家の人やたくさんの人に協力し

ていただいて、いろんな学校行事を行うことができました。

１０月頃からは、コロナの感染もおさまって

いましたが、先日新潟の小学校でクラスター

がおきたり、新たにオミクロン株が感染拡大し

たり、まだまだ安心はできません。日本でも

日に日に感染者がふえてきています。冬休み

中も、体温測定、手あらい、マスク、換気、密

をさけるなど、予防に努めていきましょう。



学校では、水曜日以外は毎日そうじをしています。「自分たちの

学校です。自分たちの手できれいにしよう」と放送がなり、そうじの

１０分間はおしゃべりをやめて、汚れに集中します。低学年の人は

小さな手で雑巾がけを、とてもきれいにしてくれます。高学年の人

は、進んで仕事をしてくれます。家でも年末年始はいそがしいもの

です。家族の一人として自分の力を出してお手伝いをしましょう。

運動不足にならないためにも、毎日することをおすすめします。

冬休みの間も、決まった時刻に起きたり、寝たリ

するようにしましょう。特に冬は寒くて、布団から出

るのがおっくうになりがちですが、家の人と起きて、

しっかり朝ごはんを食べましょう。起きる時刻・寝る

時刻、朝・昼・夜ごはんの時刻を大きく変えないこと

が生活リズムを守ることにつながります。

マスクをしているせいで、人に

口や歯を見られることが少なく

なりました。歯みがきをさぼっ

ている人、みがき残しのある人

が多いように思います。おうち

で歯みがきチェックをしてもら

いましょう。

冬休みは、楽しい行事がたくさんあります。クリスマスに大晦日、お正月とワクワクしますね。

体調をくずさないように生活カレンダーにとりくみましょう。人と会うことや、いっしょにごはんを食べ

ることもあるかもしれません。つばがかかり合わないように工夫して楽しい時間にしてください。

また、食べすぎや甘いジュースの飲みすぎで、むし歯や太りすぎにならないように気をつけましょ

う。食べる時間、食べる量を決める。食べたら歯をみがく習慣で、ダラダラ食べを防ぎましょう。


